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社団法人私立大学情報教育協会 

平成 25年度第 3回 基本調査委員会 議事概要 

 

Ⅰ．日時 ：平成 25年 10月 25日（金）16時 00分から 18時 00分まで 

Ⅱ．場所 ：私情協事務局 

Ⅲ．出席者：真鍋委員長、尾崎委員、島貫委員、石井委員、今井委員、高木委員、今泉アドバイザー 

井端事務局長、森下 

Ⅳ．資料 

  ①  平成 25年度私立大学教員の授業改善調査 調査票 （案） 

  ② 私立大学等改革支援事業に関する資料 

  ③ 学士課程教育の現状と課題に関するアンケート調査の概要（中央教育審議会） 

④ 第 2回 基本調査委員会 議事概要 

 

Ⅴ．議事内容 

１．平成 25年度私立大学教員の授業改善調査の調査票設計について  

   第 2回委員会での検討を踏まえて作成した資料① 平成 25年度私立大学教員の授業改善調査の調 

査票（案）について検討を行った。 

検討、修正は以下の通り。 

    ① 調査の目的、趣旨 

         「全学的な教学マネジメントの課題と対策」→「教育の質的転換を図るための教学マネ

ジメントの対策」に修正  

          情報通信技術（ICT） → 全ての表現で ICTは半角に統一する。 

    ② 設問１ 回答者情報 

「以下の項目について」 → 「主要な１科目について」に修正 

＊全ての項目で 「塗り潰す」→「塗りつぶす」に修正。 

枠囲いの「記入の仕方（例示）も同じ」イメージは先回のものと同じにする。 

    ③ 設問２ (1) 学生の学修に関する問題 

  選択肢 ①～⑤順番を変更して⑤のスペースを拡大した。 

          (2) 教員から見た問題  

（教員側 → 側をとり教員に修正） 

選択肢 ①～⑦ の順番を変更した。 

    ③ 設問３「能動的な学修や双方向型の」→ 双方向型のを削除し「能動的な学修を実現」に修正 

         「・教員側が取り組むべき課題」→「教員が取り組むべき対策」に修正 

          ＊設問３から５の・は付けない。 

         シラバス、教育目標等に関する選択肢①と②は設問４との重複を避けるため削除した。 

    ④ 設問４「全学的な教学マネジメントの課題と対策」→「教育の質的転換を図るための教学マネ

ジメントの対策」に修正した。 

選択肢③を「教員間で組織的に教育改善に取り組む 仕組みの構築」に修正した。 

          補足説明 SD….は設問が変わったため削除した。 

    ④ 設問５ 選択肢 ①「専門組織」→ 専門を削除し「組織」に修正した。 

選択肢 ③を「課題探求型授業、学生参加型授業、双方向型授業を実施するための 

ＦＤの充実」に修正した。 

          選択肢②～⑤について「FDの実施」→「FDの充実」に修正した。 

    ⑤ 設問 2～3については、（主要１科目について回答願います）を追加した。 

設問 4～5については、（主要１科目に限定せずに回答願います）を追加した。 
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    ⑥ 設問６の前の説明 枠の中を以下に修正した。 

* 以下の設問６と７については設問１で選択された主要科目を対象に回答願います。 

 * 設問８については、設問１で選択された主要科目に限定せず、ご担当の全ての科目を対象に回答願います。 

* 情報通信技術（ＩＣＴ）を授業に使用されていない先生は９に進んで下さい。 

↓修正 

* 主要１科目で情報通信技術（ICT)を活用している先生は次の設問６、７、８にお進みください。 

* 情報通信技術（ＩＣＴ）を授業に使用されていない先生は回答者プロフィールに進んで下さい。 

    ⑦ ９を回答者プロフィールに変更した  

    ⑧ 設問６の修正 

      「業改善のための情報通信技術（ICT)の利用状況」→「活用状況」に修正 

       設問６の「利用」を「活用」に修正 

      「主要科目を対象に授業改善のための情報通信技術（ICT)の利用状況を(現在）と今後３年先の 

（計画）」→「現在の情報通信技術（ICT)の活用状況と３年先の計画」に修正 

       設問内容の修正 

１、２、１３の「Web上」を「ネット上」に修正 

             ４ 大規模公開オンライン講座（ＭＯＯＣなど） に修正 

                 ５ 意見発表、相互評価を行う に修正 

             ６ 授業内容が に修正  

             ８ 大学間や教員間でネット上で連携した授業を行い に修正 

             ９ 産業界、地域社会とネット上で連携して課題探求型の学修 に修正 

            １０ 学修過程を観察し、到達度を確認する に修正 

            １２ 授業評価をネット上で行い に修正 

    ⑨ 設問７の修正 

      「情報通信技術（ＩＣＴ）を利用して」 →「情報通信技術（ＩＣＴ）を活用してさらなる 」     

      「利用」を「活用」に修正、「さらなる」を追加 

       選択肢 ①「ICTをツールとして」 → 「ICTだけに頼らず」に修正 

選択肢 ②「小テストや課題演習」 → 「理解度確認テスト」に修正 

選択肢 ④「問題演習（反転授業）」 → 「問題演習」に修正 

    ⑩ ９については回答者プロフィールに変更し、枠を広げる。 

 

２．今後の予定 

本日作成の案を事務局で再度見直し、調査票（案）として委員にメールで送る。 

メール上での確認を経て最終案を 11月 19日の理事会に報告する。 

今後の予定は以下の通り  

委員会でのメール確認  11月 15日頃まで 

理事会報告       11月 19日 

第 8回臨時総会報告   11月 26日 

調査票発送       12月初旬 

調査締切  マークシート回答（1月 17日）、 Web回答（1月 24日） 

中間集計        2月 15日頃 

中間集計検討の委員会  2月中旬以降 

 

３．次回の委員会 

   平成 26年 2月中旬以降に調査の中間集計検討を行う。 

   日程は別途メールで調整する。 


